












































































モリエールの戯曲に基づくオペラ《亭主学校 L’école des maris》で、この作品は 1935年、パリ
のオペラ・コミック座で上演された。、1974年には、ルーアン芸術劇場のためにシェイクス
















































重要性も、バランスよく構成されているようだ。第 1幕第 1場、第 3幕第 7場、つまり冒頭







1場 2場 3場 4場 5場 6場 7場
エンマ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
シャルル ○ ○ ○ ○ ○
ルールー ○ ○ ○ ○
レオン ○ ○


















































































たよ Si vous avez été l’an dernier si malade, j’ai deviné que c’est à cause de son départ précipité」とル
ールーの口から伝えられるだけである。
　また、台本において、エンマとレオンの恋愛について思い切った削除が行われている。小




られたレオン・デュピュイさんに。奥さんをとても愛していましたよねMais depuis votre 
maladie, N’avez-vous pas retrouvé à Rouen où il est maintenant principal clerc chez maître Dubocage 







　台本は 3幕に分けられ、前奏曲、4つの間奏曲、第 1幕（第 1場から第 4場）、第 2幕












　小説から選択された場面は、第 1場：エンマの寝室、第 2場：金獅子の食堂、第 3場：ボ

























Ⅱ 5 エンマ、ロドルフ ユシェット荘のロドルフの寝室










































治してくださったお医者だ mon gendre n’est pas un paysan comme nous. C’est un Monsieur, c’est 
un savant, un médecin qui m’a guéri quand je me suis cassé la jambe」、「娘だって修道院で教育を






なにも美しい Vous êtes si belle !」と歌う。歌詞は「手は花のようにやわらかい…こんなにも





話をご存じですか Connaissez-vous le roman de Paul et Virginie?」とたずねるが、シャルルはも
ちろん知らない。「マノンとシュヴァリエ・デ・グリューの物語を読んだことはありますか
Avez-vous lu l’histoire de Manon et du Chevalier des Grieux ?」ともたずね、それは「 切ない恋





なシャルルは妻のことを「あなたがこんなにも夢見がちだとは知りませんでした Je ne vous 
savais pas, Emma, si romanesque」と言う。「月夜の夜、ロミオがジュリエットのもとに忍び込
んだ時間ですわ Voici l’heure où dans la nuit bleue Roméo se glissait au près de Juliette 」と歌う妻
をよそに、シャルルは祝宴の疲れから寝息をたててしまう。「シャルル…眠ってしまわれた





















こんでいただくことにしよう La dame n’est pas vilaine. Et je la prendrais plus volontiers que les 
remèdes du mari」。エンマが愛犬のことを再び思い出して、「あのかわいそうな犬はあたくし
のお友だちみたいなものでしたのに Cette pauvre bête était pour moi comme une amie」と泣き
崩れる場面で終わる。








ただの夫でしかない、それも平凡な Charles n’est pas un amant... Ce n’est qu’u mari, bien vulgaire, 
hélas !」ことを嘆き、「レオンが自分を愛してくれるならあたくしも Peut-être, s’il m’aimait, 









de ma mémoire ne partira le souvenir de ces soirées d’hiver（...） Nous feuilletions tous deux les livres 
des poètes et les gazettes de Paris」と、レオンはあふれる感情を懐かしく語る。また、3度いっ
しょに出かけた散策のことを語り、「これらの思い出を一生心に刻んでおきます Je les garde 





















ようで、こわくなってしまいますDéjà, plusieurs fois, je l’ai rencontré et son affreux visage, toujours, 










ど、「愛撫 que de caresses」と「陶酔 que d’ivresses」の 2年間の愛を語り合う。オペラの伝統
に則して、エンマの歌詞は「おお、あたくしのやさしくて残酷な狩人、あなたの網のなかに













ルに届けるように言いつけ、「お互いすぐに忘れるさ Elle aura tout oublié... Et moi aussi !」、と
言って第 2幕は幕を下ろす。
第3幕









のことが好きなんだ Je suis riche, Emma, et je t’aime」、「わたしを愛人にしてください。エンマ、
そうすれば救ってあげます Prenez-moi pour amant, Emma, et je vous sauve」、「エンマ、あんた
がそうしたいなら、いっしょにパリへ発とう。パリに行って二人で暮らそう Emma, si tu le 
veux, nous partirons ensemble... Et nous irons vivre à Paris」と、エンマを欲する衝動を抑えきれ
98
ずに我を忘れて「エンマ」、「あんた」と親しげに呼びかけてせまる。エンマは「愛されるよ









けでいいわ ton cɶur vaut mieux que tout cela !」と言う。エンマは胸のうちにロドルフ、レオ
ンとの愛の日々を思い浮かべ、うわごとを言いながら、すべてが失われたことを知り悔恨に
くれる。ここに、原作と同様、盲目の乞食の小唄が聞こえてくる。エンマは「盲人だわ、あ













































































EMMA :  Toi seul, mon cher mari, toi seul, toi seul, mon Charles, tu m’as vraiment aimée, Je le sais 
à present, trop tard, trop tard, hélas !
CHARLES : Vis si tu m’aimes, vis !
EMMA : Je vais t’attendre là-haut !
CHARLES : Ah ! je t’y rejoindrai bientôt.
EMMA : Là-haut nous allons être heureux ensemble !
CHARLES : Ne meurs pas !
EMMA : Unis à jamais, nous partagerons le bonheur éternel des Anges !
CHARLES : Je ne veux pas que tu meures !
EMMA : Le ciel déjà s’entrouvre à mes yeux éblouis...
CHARLES : Regarde-moi, je t’en supplie ! 
オペラ《ボヴァリー夫人》
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EMMA : Je vois une lumière adorable...
CHARLES : Ma femme !
EMMA :  Et les parfums célestes Déjà de toutes parts montent autour de moi. Je les respire. Dans 
mon cercueil je veux que l’on m’étende avec ma robe de noces, Et mes souliers blancs. Tu 
me mettras une couronne sur la tête. 
CHARLES : Tais-toi.

















Madame !」／ブールニジャン師「奥さんのために祈りましょう Prions pour elle !」／オメー
「もう苦しまなくてすむのですから Pensez qu’elle ne souffre plus.」／シャルル「エンマが死ん


























































































































Madame Bovary Drame lyrique en trois actes et sept tableaux d’après Gustave Flaubert / Musique de Emmanuel 
Bondeville, Fauchois, René, Choudens, Paris, 1954
Madame Bovary Drame lyrique en trois actes et sept tableaux d’après Gustave Flaubert / Livret de René Fauchois, 
Bondeville, Emmanuel, （partition chant et piano）, Choudens, Paris, 1951
Madame Bovary, Flaubert, Gustave, Œuvres, Tome I, Bibliothèque de la Pléiade, Gallimard, Paris, 1951
Autour d’Emma, Madame Bovary un f ilm de Claude Chabrol, Hatier, Paris, 1991





在しない。«Mise en musique de Madame Bovary par Damien Dauge»（février 2009）。2007年、『ボヴ
ァリー夫人』出版 150年の折り、《ボヴァリー夫人》の音楽に関する論文が発表されている。 
Damien Dauge, «La musique inspirée par Madame Bovary ou l’étonnant parcours d’un motif musical » ま
た、2009年には、L’école des hautes étudesでのシンポジウムでも発表されている。«（Dé）composer 
Madame Bovary : perspectives théoriques de la mise en musique multiple d’un roman»
2）Mary Donaldson-Evans によれば、トーキー以降 18本もの映画が製作された。À l’écoute des 
adaptations de Madame Bovary （Revue critique et génétique）
3）『フローベール全集第 9巻』、筑摩書房、東京、1976年、325頁。
4）Damien Dauge, op. cit.
5）『オペラをつくる』、武満徹、大江健三郎著、岩波新書、岩波書店、1990年、127頁。
6）Stéphane Wolff, «Deux reprises dans nos nationaux A l’Opéra-Comique Madame Bovary »
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9）The new Grove dictionary of Opera, «Emmanuel Bondeville»  （Denis Havard de la Montagne）, Musica et 
Memoria, «Notice sur la vie et les travaux de M. Emmanuel Bondeville（Serge Nigg）, Académie des 
Beaux-Arts, 1990など参照。
10）«Création de «Madame Bovary» à l’Opéra, Impression du metteur en scène», Patriote de Nice et du Sud-
Est, 6 mars 1954.
11）Jean Hamon, «La musique à Paris, Reprise de «Madame Bovary » à l’Opéra-Comique», Combat, 16 avril 
1962. 





15）Autour d’Emma, Madame Bovary un f ilm de Claude Chabrol, Hatier, Paris, 1991. p.55
16）Olivier Alain, «A l’Opéra-Comique, «Madame Bovary » », Le Figaro, 24 avril 1962.
17）«Création à l’Opéra », op. cit.
18）René Dumesnil, op. cit.
19）Stéphane Wolff, op. cit.
20）René Dumesnil, op. cit.
21）«Création de «Madame Bovary » à l’Opéra, Impression du metteur en scène», op. cit.
22）Jean Hamon, op. cit.
23）Robert Kemp, «Madame Bovary à l’Opéra-Comique», 23 juin 1951.
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25）Jacques Longchampt, «A l’Opéra-Comique, Le retour de «Madame Bovary » », Le Monde, 15 avril 1962.
26）A. Michel, «Une représentation de gala, Le drame lyrique «Madame Bovary » a été à la Monnaie », 





28）Nicole Hirsch, «L’Opéra-Comique a repris «Madame Bovary » d’Emmanuel Bondeville », France Soir, 
18 décembre 1954.
29）« A l ’Opéra-Comique, Madame Bovary », La Vie militaire, 4 janvier 1963.
30）Jean-Claude, «Billet Parisien», Dépéche de l ’Est, 26 avril 1962.
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　Emmanuel Bondeville’s opera Madame Bovary, with a libretto by René Fauchois, was based on Flaubert’s 
novel. The opera, in three acts and seven scenes, was first performed at the Paris Opéra-Comique in 1951. 
In Fauchois’ libretto, the action follows the outlines of Flaubert’s novel. The drama centers on Emma’s 
tragic love and ruin.
　What can a novel do that an opera cannot ? In the libretto, it is impossible for all the characters to 
appear or be described in detail as in a novel. Some characters and episodes must be deleted and/or 
modified. For these reasons, the action must be simplified and formalized. In Madame Bovary, there are the 
music, and the visual effects, and all information is imparted by dialogues. These different forms of 
presentation result in a remarkable transformation of the novel, in order to fit the dramatic and musical 
demands of the opera. This transformation is seen in the unexpected plot twist in the last scene which was 
invented to specially adapt the novel to the music. This article will examine the opera from a point of view 
of adaptation and reveal an original interpretation of the text.
　Key Words: Madame Bovary, Bondeville, Fauchois, libretto, adaptation
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付
録
：
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
の
小
説
と
オ
ペ
ラ
台
本
の
場
面
と
の
対
照
シ
ャ
ル
ル
が
医
者
に
な
る
ま
で
。
未
亡
人
エ
ロ
イ
ー
ズ
と
の
結
婚
（
Ⅰ
、
1 ）
ベ
ル
ト
－
の
農
場
主
エ
ン
マ
の
父
親
ル
オ
ー
爺
さ
ん
の
足
の
骨
折
の
往
診
に
行
き
、
シ
ャ
ル
ル
は
エ
ン
マ
と
出
会
う
。
エ
ロ
イ
ー
ズ
の
死
。（
Ⅰ
, 2
）
シ
ャ
ル
ル
は
足
を
治
し
て
く
れ
た
医
者
だ
と
ル
オ
ー
の
口
か
ら
語
ら
れ
る
（
I,1
）
妻
の
死
後
、
ベ
ル
ト
－
を
訪
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
シ
ャ
ル
ル
は
エ
ン
マ
に
好
感
を
持
ち
、
ル
オ
ー
爺
さ
ん
に
エ
ン
マ
と
結
婚
し
た
い
と
告
げ
、
エ
ン
マ
も
承
諾
す
る
（
Ⅰ
, 3
）
シ
ャ
ル
ル
と
エ
ン
マ
の
婚
礼
と
祝
宴
。
恒
例
の
い
た
ず
ら
を
さ
れ
か
け
る
。
二
人
が
ト
ス
ト
へ
出
発
し
た
後
で
、
ル
オ
ー
爺
さ
ん
は
自
分
の
結
婚
式
の
こ
と
な
ど
を
思
い
出
す
（
Ⅰ
, 4
）
恒
例
の
初
夜
の
い
た
ず
ら
。
ル
オ
ー
爺
さ
ん
は
娘
を
嫁
が
せ
た
父
親
の
心
境
を
歌
う
（
I,1
）
ト
ス
ト
の
シ
ャ
ル
ル
の
家
で
の
新
婚
生
活
。
平
凡
な
シ
ャ
ル
ル
へ
の
エ
ン
マ
の
失
望
。（
Ⅰ
，
5 ）
『
ポ
ー
ル
と
ヴ
ィ
ル
ジ
ニ
ー
』
を
読
ん
だ
こ
と
な
ど
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
夢
想
を
抱
い
た
修
道
院
時
代
の
エ
ン
マ
の
生
活
と
新
生
活
へ
の
失
望
（
Ⅰ
, 6
）
『
ポ
ー
ル
と
ヴ
ィ
ル
ジ
ニ
ー
』
を
知
っ
て
い
る
か
と
エ
ン
マ
は
シ
ャ
ル
ル
に
た
ず
ね
る
（
I, 
1 ）
シ
ャ
ル
ル
と
エ
ン
マ
の
心
の
隔
た
り
。
エ
ン
マ
は
患
者
に
グ
レ
イ
ハ
ウ
ン
ド
を
も
ら
う
。
ヴ
ォ
ビ
エ
サ
ー
ル
館
へ
招
待
さ
れ
る
（
Ⅰ
, 7
）
ヴ
ォ
ビ
エ
サ
ー
ル
館
の
舞
踏
会
（
Ⅰ
, 8
）
パ
リ
に
憧
れ
る
エ
ン
マ
は
絶
望
か
ら
神
経
の
病
に
か
か
り
、
シ
ャ
ル
ル
は
4
年
間
住
ん
だ
ト
ス
ト
か
ら
ヨ
ン
ヴ
ィ
ル
に
移
る
こ
と
に
決
め
る
。
エ
ン
マ
の
妊
娠
（
Ⅰ
, 9
）
ヨ
ン
ヴ
ィ
ル
村
、
オ
メ
ー
の
薬
局
の
描
写
。
旅
館
「
金
獅
子
」
に
ボ
ヴ
ァ
リ
ー
夫
妻
が
到
着
す
る
（
Ⅱ
, 1
）
ボ
ヴ
ァ
リ
ー
夫
妻
の
到
着
。
金
獅
子
で
の
夕
食
。
レ
オ
ン
、
ロ
ド
ル
フ
と
も
出
会
う
（
I, 
2 ）
「
金
獅
子
」
で
エ
ン
マ
は
レ
オ
ン
と
出
会
う
。
新
生
活
へ
の
期
待
（
Ⅱ
, 2
）
女
児
出
産
。
あ
る
日
、
娘
に
会
い
に
行
く
途
中
で
、
エ
ン
マ
は
レ
オ
ン
に
会
い
、
一
緒
に
散
歩
す
る
（
Ⅱ
, 3
）
エ
ン
マ
は
結
婚
生
活
の
不
幸
を
嘆
く
エ
ン
マ
と
レ
オ
ン
の
散
策
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
会
話
（
回
想
）
レ
オ
ン
は
パ
リ
に
発
つ
エ
ン
マ
は
フ
ェ
リ
シ
テ
に
慰
め
ら
れ
る
ル
ー
ル
ー
が
エ
ン
マ
を
訪
れ
る
（
Ⅰ
, 3
）
「
金
獅
子
」
で
の
夕
食
。
エ
ン
マ
は
レ
オ
ン
と
の
会
話
を
楽
し
む
（
Ⅱ
, 4
）
ボ
ヴ
ァ
リ
ー
夫
妻
、
オ
メ
ー
、
レ
オ
ン
は
製
麻
工
場
の
見
学
に
行
く
。
エ
ン
マ
は
シ
ャ
ル
ル
の
凡
庸
さ
に
嫌
悪
感
を
覚
え
る
。
小
間
物
屋
ル
ー
ル
ー
が
エ
ン
マ
の
家
を
訪
ね
る
。
レ
オ
ン
は
エ
ン
マ
に
恋
心
を
抱
く
。
エ
ン
マ
も
同
じ
で
、
夫
の
こ
と
が
疎
ま
し
く
な
り
、
単
調
な
田
舎
の
生
活
を
嘆
き
、
女
中
の
フ
ェ
リ
シ
テ
に
慰
め
ら
れ
る
（
Ⅱ
, 5
）
エ
ン
マ
は
教
会
へ
行
く
。
ブ
ー
ル
ニ
ジ
ャ
ン
師
と
の
満
た
さ
れ
な
い
会
話
。
実
を
結
ば
ぬ
恋
に
疲
れ
、
レ
オ
ン
は
パ
リ
へ
発
つ
こ
と
に
し
エ
ン
マ
に
別
れ
を
告
げ
る
。
オ
メ
ー
が
夕
食
に
来
て
パ
リ
の
生
活
な
ど
に
つ
い
て
語
る
（
Ⅱ
, 6
）
エ
ン
マ
は
レ
オ
ン
を
愛
さ
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
い
、
悲
し
み
に
沈
む
。
不
幸
な
日
々
が
始
ま
り
、
そ
の
代
償
の
よ
う
に
浪
費
が
始
ま
る
。
始
終
卒
倒
す
る
よ
う
に
も
な
る
。
シ
ャ
ル
ル
の
母
親
が
来
る
。
ロ
ド
ル
フ
は
下
男
の
瀉
血
を
し
て
も
ら
い
に
シ
ャ
ル
ル
を
訪
れ
る
（
Ⅱ
, 7
）
ロ
ド
ル
フ
が
下
男
を
連
れ
て
来
た
こ
と
は
、
シ
ャ
ル
ル
の
口
か
ら
語
ら
れ
る
（
I, 
4 ）
農
業
共
進
会
。
ロ
ド
ル
フ
は
エ
ン
マ
を
甘
い
言
葉
で
誘
惑
す
る
（
Ⅱ
, 8
）
共
進
会
で
ロ
ド
ル
フ
は
エ
ン
マ
を
誘
惑
す
る
（
I, 
4 ）
６
週
間
後
、
エ
ン
マ
を
訪
ね
た
ロ
ド
ル
フ
は
情
熱
的
な
愛
を
語
る
。
シ
ャ
ル
ル
の
強
い
勧
め
で
乗
馬
を
始
め
る
。
翌
日
、
ロ
ド
ル
フ
と
森
へ
行
っ
た
エ
ン
マ
は
身
を
ま
か
せ
る
。
そ
の
後
、
逢
瀬
を
楽
し
む
。
あ
る
朝
、
シ
ャ
ル
ル
が
外
出
し
た
後
、
エ
ン
マ
は
ロ
ド
ル
フ
を
訪
れ
驚
か
す
。
そ
の
後
何
度
も
逢
引
を
重
ね
る
（
Ⅱ
, 9
）
ロ
ド
ル
フ
と
エ
ン
マ
の
逢
引
（
回
想
）（
Ⅱ
, 5
）
エ
ン
マ
が
ユ
シ
ェ
ッ
ト
荘
か
ら
戻
る
と
こ
ろ
を
ビ
ネ
に
見
ら
れ
る
。
次
第
に
お
互
い
の
愛
は
冷
め
て
い
く
（
Ⅱ
, 1
0 ）
オペラ《ボヴァリー夫人》
109
エ
ン
マ
は
恋
愛
よ
り
も
っ
と
堅
実
な
も
の
に
頼
ろ
う
と
、
シ
ャ
ル
ル
に
畸
形
足
の
手
術
を
す
る
こ
と
を
勧
め
る
が
、
手
術
は
失
敗
し
、
夫
に
幻
滅
す
る
。
そ
の
晩
、
エ
ン
マ
は
ロ
ド
ル
フ
を
再
び
愛
し
始
め
る
（
Ⅱ
, 1
1 ）
エ
ン
マ
と
ロ
ド
ル
フ
は
再
び
逢
引
を
重
ね
る
。
4
年
が
過
ぎ
、
エ
ン
マ
は
ロ
ド
ル
フ
に
毎
日
の
生
活
が
耐
え
ら
れ
な
い
と
告
げ
る
。
二
人
は
パ
リ
へ
行
く
約
束
を
す
る
。
ル
ー
ル
ー
は
エ
ン
マ
の
も
と
に
足
繁
く
通
う
。（
Ⅱ
, 1
2 ）
エ
ン
マ
は
ロ
ド
ル
フ
を
訪
ね
る
ロ
ド
ル
フ
は
エ
ン
マ
に
別
れ
の
手
紙
を
書
く
（
Ⅱ
, 
5 ）
ロ
ド
ル
フ
は
面
倒
に
な
り
、
エ
ン
マ
に
別
れ
の
手
紙
を
書
き
、
ひ
と
り
村
を
離
れ
る
。
手
紙
を
受
け
取
っ
た
エ
ン
マ
は
気
絶
す
る
。
捨
て
ら
れ
た
エ
ン
マ
は
脳
炎
に
か
か
る
（
Ⅱ
, 1
3 ）
シ
ャ
ル
ル
の
金
銭
上
の
心
配
。
エ
ン
マ
の
病
状
は
よ
く
な
ら
ず
聖
体
拝
領
式
が
行
わ
れ
る
。
信
仰
に
熱
心
に
な
り
慈
善
に
没
頭
す
る
。
エ
ン
マ
は
回
復
し
、
シ
ャ
ル
ル
は
オ
メ
ー
に
芝
居
に
連
れ
て
行
く
よ
う
に
勧
め
ら
れ
る
（
Ⅱ
, 1
4 ）
3
年
ぶ
り
に
、
ル
ー
ア
ン
の
劇
場
で
エ
ン
マ
は
レ
オ
ン
に
再
会
す
る
（
Ⅱ
, 1
5 ）
レ
オ
ン
の
エ
ン
マ
へ
の
愛
が
再
び
目
覚
め
る
。
レ
オ
ン
は
エ
ン
マ
に
愛
を
打
ち
明
け
る
が
拒
絶
さ
れ
る
。
翌
日
、
大
聖
堂
で
会
い
別
れ
を
告
げ
よ
う
と
す
る
が
、
レ
オ
ン
は
強
引
に
エ
ン
マ
を
馬
車
で
連
れ
出
す
（
Ⅲ
, １
）
オ
メ
ー
の
家
で
、
小
僧
が
砒
素
の
そ
ば
の
鍋
を
持
ち
出
し
た
こ
と
か
ら
大
騒
ぎ
に
な
る
。
エ
ン
マ
の
義
父
の
死
。
相
続
の
委
任
状
に
つ
い
て
相
談
す
る
と
い
う
口
実
を
作
り
、
エ
ン
マ
は
レ
オ
ン
に
会
い
に
行
く
（
Ⅲ
, 2
）
レ
オ
ン
と
エ
ン
マ
は
す
ば
ら
し
い
蜜
月
を
過
ご
す
（
Ⅲ
, 3
）
レ
オ
ン
と
エ
ン
マ
は
手
紙
を
出
し
合
う
。
レ
オ
ン
の
愛
は
募
る
。
ル
ー
ル
ー
が
頻
繁
に
エ
ン
マ
を
訪
ね
る
よ
う
に
な
る
。
エ
ン
マ
は
ピ
ア
ノ
の
レ
ッ
ス
ン
と
い
う
口
実
で
、
レ
オ
ン
に
週
一
回
会
い
に
行
く
（
Ⅲ
, 4
）
あ
る
木
曜
日
（
逢
引
の
日
）
の
エ
ン
マ
の
一
日
。
エ
ン
マ
の
乗
る
馬
車
の
後
を
つ
け
な
が
ら
盲
目
の
乞
食
が
小
唄
を
歌
う
。
エ
ン
マ
は
レ
オ
ン
と
腕
を
組
ん
で
ホ
テ
ル
か
ら
出
て
き
た
と
こ
ろ
を
ル
ー
ル
ー
に
見
ら
れ
る
（
Ⅲ
, 5
）
エ
ン
マ
と
レ
オ
ン
の
逢
引
は
ル
ー
ル
ー
の
口
か
ら
語
ら
れ
る
。（
Ⅲ
, 6
）
エ
ン
マ
は
レ
オ
ン
と
の
逢
引
を
続
け
、
ル
ー
ル
ー
へ
の
借
金
も
か
さ
む
。
レ
オ
ン
は
出
世
の
妨
げ
と
感
じ
は
じ
め
、
エ
ン
マ
と
別
れ
る
決
心
を
す
る
。
裁
判
所
か
ら
差
し
押
さ
え
状
が
届
く
。
エ
ン
マ
は
ル
ー
ル
ー
に
会
い
に
行
き
、
借
金
の
不
当
を
訴
え
る
が
拒
絶
さ
れ
る
（
Ⅲ
, 6
）
エ
ン
マ
は
ル
ー
ル
ー
に
借
金
の
不
当
を
訴
え
る
と
、
ル
ー
ル
ー
に
誘
惑
さ
れ
る
（
Ⅲ
, 6
）
執
達
吏
ア
ラ
ン
が
差
押
調
書
作
成
の
た
め
に
エ
ン
マ
の
家
へ
現
れ
る
。
エ
ン
マ
は
金
策
に
駆
け
回
り
レ
オ
ン
に
は
迷
惑
が
ら
れ
る
。
エ
ン
マ
は
公
証
人
ギ
ヨ
ー
マ
ン
を
訪
ね
る
。
言
い
寄
ら
れ
る
が
拒
絶
す
る
（
Ⅲ
, 7
）
レ
オ
ン
に
懇
願
し
た
こ
と
は
ル
ー
ル
の
口
か
ら
語
ら
れ
る
（
Ⅲ
, 7
）
エ
ン
マ
は
ロ
ド
ル
フ
を
訪
ね
、
融
資
を
頼
む
が
断
ら
れ
る
。
破
産
し
た
エ
ン
マ
は
死
を
選
び
、
オ
メ
ー
の
薬
局
に
行
き
、
砒
素
を
飲
む
。
家
に
戻
り
手
紙
を
書
き
、
ベ
ッ
ド
で
苦
し
み
始
め
る
。
エ
ン
マ
は
息
を
ひ
き
と
る
（
Ⅲ
, 8
）
ロ
ド
ル
フ
に
懇
願
し
た
こ
と
も
ル
ー
ル
ー
の
口
か
ら
語
ら
れ
る
（
Ⅲ
, 6
）
エ
ン
マ
の
死
。（
Ⅲ
, 7
）
シ
ャ
ル
ル
は
エ
ン
マ
の
死
に
う
ち
ひ
し
が
れ
る
（
Ⅲ
, 9
）
ル
オ
ー
爺
さ
ん
も
参
列
し
、
エ
ン
マ
の
埋
棺
式
（
Ⅲ
, 1
0 ）
シ
ャ
ル
ル
は
屋
根
裏
の
物
置
で
エ
ン
マ
に
宛
て
た
ロ
ド
ル
フ
の
手
紙
を
読
む
。
レ
オ
ン
か
ら
の
手
紙
も
発
見
す
る
。
シ
ャ
ル
ル
は
ロ
ド
ル
フ
と
会
う
。
シ
ャ
ル
ル
の
死
。
オ
メ
ー
は
勲
章
を
授
与
さ
れ
る
（
Ⅲ
, 1
1 ）
